
2022 学生便覧

学
修
規
程

日 本 工 業 大 学 学 修 規 程 
 

第１章  総 則 

（（趣旨）） 

第１条 本規程は、日本工業大学学則第14条、第16条から第26条に基づき学修について定める。 

 

第２章  履 修 

（（履修の原則）） 

第２条 授業科目（演習、実験、卒業研究及び卒業計画を含む。以下「科目」という。）の履修は、別表２にしたがって行う

こととする。 

２ 上級学年配当科目の履修は、認めない。ただし、履修を希望する学生に対し所属する学科が許可する場合は、これ

を認めることがある。 

（（履修申告）） 

第３条 科目の履修申告は、当該学期に履修する全科目について、定められた時期並びに要領によって所定の手続きにより

行い、承認を受けなければならない。 

２ 履修申告をしていない科目を受講することはできない。 

３ 訂正・取り消しが可能な期間を経て受理された履修申告書は、原則として、変更、追加を認めない。 

（（履修科目の申告の取消）） 

第４条 各学期初めの履修申告期間とは別に、履修申告の訂正・取り消しを可能とする期間を設ける。 

２ 前項に定める訂正・取り消し可能期間は、履修申告時に掲示（学内ネットワークを利用した告知を含む。以下同じ。）

により連絡する。 

（（オープン履修）） 

第５条 所属学科以外に配当されている所定の専門科目（オープン履修科目という。）を履修することができる。 

２ オープン履修の方法等については、別に定める。 

（（再履修）） 

第６条 再履修科目は、第３条第１項にしたがい、履修申告しなければならない。 

２ 再履修科目と当該学年科目の講義時間が重複する場合は、原則として低学年の科目を履修しなければならない。 

３ 既に単位を修得した科目の再履修は認めない。 

第７条 削 除 

（（履修申告単位数の制限）） 

第８条 各学期で履修申告できる単位数の上限は、24単位とする。ただし、教職に関する科目、自由科目を除く。 

２ 前項の規定にかかわらず、休学期間を含まない直前の学期のGPAが3.5以上の場合、当該学期に履修申告できる単位

数の上限は、28単位とする。 

（（履修の制限）） 

第９条 科目の内容、その他の理由により履修に制限を加えることがある。 

 

第３章  試験及び成績評価 

（（試験）） 

第10条 試験は、原則として毎学期末に行う。なお、当該科目の担当教員が必要と認めたとき随時これを行う。 

２ 前項の試験のほか、臨時に試験を行うことがある。 

（（受験の制限）） 

第11条 次の各号に該当する者は、試験を受けることができない。 

⑴ 履修申告をしていない者 

⑵ 指定の期日までに学費未納の者 

⑶ 出席日数が不足のため、受験を禁じられた者 

２ 学生は受験に際し、学生証を提示しなければならない。 

３ 試験開始後30分以上遅刻した者は、試験を受けることができない。 

（（仮受験票）） 

第12条 学生証を携帯しない者は、所定の手続きにより仮受験票の交付を受け、受験することができる。 
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２ 仮受験票は交付当日のみ有効とする。 

３ 仮受験票の交付手数料は別に定める。 

（（試験中の退場）） 

第13条 試験において退場を認める時間は、試験開始30分以上から試験終了の５分前までとする。 

（（不正行為）） 

第14条 試験で不正を行った者は、学則第50条の適用を受けることがある。 

（（追試験）） 

第15条 やむをえない事由によって受験できなかった科目についての追試験を行う。 

２ 前項の事由は、次の各号のいずれかに該当するものとする。 

⑴ 災害による住居の被災（り災証明書） 

⑵ 就職試験（受験したことを証明する受験先機関発行の証明書） 

⑶ 教育実習（教職教育センターの証明書） 

⑷ 病気又は傷害（医師の診断書） 

⑸ 交通機関のトラブル（証明書） 

⑹ 一親等、二親等の死亡（死亡証明書） 

⑺ 裁判員選任手続期日における裁判所への出頭、または裁判員に選任された公判のための裁判所への出頭（呼出

状又は裁判員職務従事期間の証明書） 

⑻ 上記以外で本学が特に認めた事由 

３ 追試験を受けようとする者は、原則として試験終了後７日以内に、追試験許可願並びに前項に定める証明書を教務

部長に提出しなければならない。 

（（再試験）） 

第16条 不合格となった科目の再試験は、原則として行わない。ただし、教授会において必要と認められた場合は再試験を

行うことがある。 

（（追・再試験の受験手続き）） 

第17条 所定の願書に当該科目の担当教員の確認を受け、別に定める金額を納入し、教務課から受験票の交付を受け、受験

する。 

（（成績評価とＧＰ・ＧＰＡ）） 

第18条 試験の成績は、AA（秀）、Ａ（優）、Ｂ（良）、Ｃ（可）及びＤ（不可）の５段階の評価とし、AA、Ａ、Ｂ、Ｃを合

格とする。 

２ GP（グレード・ポイント）は、成績評価に応じて付与されたポイントをいう。 

３ 成績評価及びGPは次のとおりとする。 

評価 GP 評 点 

ＡＡ ４ 100点以下90点以上 

Ａ ３ 90点未満80点以上 

Ｂ ２ 80点未満70点以上 

Ｃ １ 70点未満60点以上 

Ｄ ０ 60点未満 

４ GPA（グレード・ポイント・アベレージ）は、それぞれの履修申告した科目の単位数に、当該GPを乗じ、その総和

を履修申告した科目の単位数の合計で除した数値で表す。 

５ GPAの計算にあたって、再履修した場合には、再履修する前の単位数を、履修申告した科目の単位数の合計から除

外して計算するものとする。 

（（その他の成績表示とＧＰ・ＧＰＡ）） 

第18条の２ 前条以外の成績評価欄の表示及びそのGP･GPAの取扱いについては、次のとおりとする。 

⑴ 「合」及び「認定」は、合格を示し、GPAの計算からは除外する。 

⑵ 「否」は、不合格を示し、GPAの計算から除外する。 

⑶ 「／」は、履修申告をしたが受験しなかったことを示し、GPは０とする。 

（（単位の修得）） 

第19条 履修した科目の試験に合格すると、単位が与えられる。 
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第１章  総 則 

（（趣旨）） 

第１条 本規程は、日本工業大学学則第14条、第16条から第26条に基づき学修について定める。 

 

第２章  履 修 

（（履修の原則）） 

第２条 授業科目（演習、実験、卒業研究及び卒業計画を含む。以下「科目」という。）の履修は、別表２にしたがって行う

こととする。 

２ 上級学年配当科目の履修は、認めない。ただし、履修を希望する学生に対し所属する学科が許可する場合は、これ

を認めることがある。 

（（履修申告）） 

第３条 科目の履修申告は、当該学期に履修する全科目について、定められた時期並びに要領によって所定の手続きにより

行い、承認を受けなければならない。 

２ 履修申告をしていない科目を受講することはできない。 

３ 訂正・取り消しが可能な期間を経て受理された履修申告書は、原則として、変更、追加を認めない。 

（（履修科目の申告の取消）） 

第４条 各学期初めの履修申告期間とは別に、履修申告の訂正・取り消しを可能とする期間を設ける。 

２ 前項に定める訂正・取り消し可能期間は、履修申告時に掲示（学内ネットワークを利用した告知を含む。以下同じ。）

により連絡する。 

（（オープン履修）） 

第５条 所属学科以外に配当されている所定の専門科目（オープン履修科目という。）を履修することができる。 

２ オープン履修の方法等については、別に定める。 

（（再履修）） 

第６条 再履修科目は、第３条第１項にしたがい、履修申告しなければならない。 

２ 再履修科目と当該学年科目の講義時間が重複する場合は、原則として低学年の科目を履修しなければならない。 

３ 既に単位を修得した科目の再履修は認めない。 

第７条 削 除 

（（履修申告単位数の制限）） 

第８条 各学期で履修申告できる単位数の上限は、24単位とする。ただし、教職に関する科目、自由科目を除く。 

２ 前項の規定にかかわらず、休学期間を含まない直前の学期のGPAが3.5以上の場合、当該学期に履修申告できる単位

数の上限は、28単位とする。 

（（履修の制限）） 

第９条 科目の内容、その他の理由により履修に制限を加えることがある。 

 

第３章  試験及び成績評価 

（（試験）） 

第10条 試験は、原則として毎学期末に行う。なお、当該科目の担当教員が必要と認めたとき随時これを行う。 

２ 前項の試験のほか、臨時に試験を行うことがある。 

（（受験の制限）） 

第11条 次の各号に該当する者は、試験を受けることができない。 

⑴ 履修申告をしていない者 

⑵ 指定の期日までに学費未納の者 

⑶ 出席日数が不足のため、受験を禁じられた者 

２ 学生は受験に際し、学生証を提示しなければならない。 

３ 試験開始後30分以上遅刻した者は、試験を受けることができない。 

（（仮受験票）） 

第12条 学生証を携帯しない者は、所定の手続きにより仮受験票の交付を受け、受験することができる。 
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２ 仮受験票は交付当日のみ有効とする。 

３ 仮受験票の交付手数料は別に定める。 

（（試験中の退場）） 

第13条 試験において退場を認める時間は、試験開始30分以上から試験終了の５分前までとする。 

（（不正行為）） 

第14条 試験で不正を行った者は、学則第50条の適用を受けることがある。 

（（追試験）） 

第15条 やむをえない事由によって受験できなかった科目についての追試験を行う。 

２ 前項の事由は、次の各号のいずれかに該当するものとする。 

⑴ 災害による住居の被災（り災証明書） 

⑵ 就職試験（受験したことを証明する受験先機関発行の証明書） 

⑶ 教育実習（教職教育センターの証明書） 

⑷ 病気又は傷害（医師の診断書） 

⑸ 交通機関のトラブル（証明書） 

⑹ 一親等、二親等の死亡（死亡証明書） 

⑺ 裁判員選任手続期日における裁判所への出頭、または裁判員に選任された公判のための裁判所への出頭（呼出

状又は裁判員職務従事期間の証明書） 

⑻ 上記以外で本学が特に認めた事由 

３ 追試験を受けようとする者は、原則として試験終了後７日以内に、追試験許可願並びに前項に定める証明書を教務

部長に提出しなければならない。 

（（再試験）） 

第16条 不合格となった科目の再試験は、原則として行わない。ただし、教授会において必要と認められた場合は再試験を

行うことがある。 

（（追・再試験の受験手続き）） 

第17条 所定の願書に当該科目の担当教員の確認を受け、別に定める金額を納入し、教務課から受験票の交付を受け、受験

する。 

（（成績評価とＧＰ・ＧＰＡ）） 

第18条 試験の成績は、AA（秀）、Ａ（優）、Ｂ（良）、Ｃ（可）及びＤ（不可）の５段階の評価とし、AA、Ａ、Ｂ、Ｃを合

格とする。 

２ GP（グレード・ポイント）は、成績評価に応じて付与されたポイントをいう。 

３ 成績評価及びGPは次のとおりとする。 

評価 GP 評 点 

ＡＡ ４ 100点以下90点以上 

Ａ ３ 90点未満80点以上 

Ｂ ２ 80点未満70点以上 

Ｃ １ 70点未満60点以上 

Ｄ ０ 60点未満 

４ GPA（グレード・ポイント・アベレージ）は、それぞれの履修申告した科目の単位数に、当該GPを乗じ、その総和

を履修申告した科目の単位数の合計で除した数値で表す。 

５ GPAの計算にあたって、再履修した場合には、再履修する前の単位数を、履修申告した科目の単位数の合計から除

外して計算するものとする。 

（（その他の成績表示とＧＰ・ＧＰＡ）） 

第18条の２ 前条以外の成績評価欄の表示及びそのGP･GPAの取扱いについては、次のとおりとする。 

⑴ 「合」及び「認定」は、合格を示し、GPAの計算からは除外する。 

⑵ 「否」は、不合格を示し、GPAの計算から除外する。 

⑶ 「／」は、履修申告をしたが受験しなかったことを示し、GPは０とする。 

（（単位の修得）） 

第19条 履修した科目の試験に合格すると、単位が与えられる。 
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40人が教員採用試験を受験しています。 

教員採用状況は年度によって異なりますが、現役合格者は10名前後おり、卒業生においても毎年20名前後が教員として採

用されています。採用に至らなかった学生も常勤講師や非常勤講師として勤務しながら、次年度以降の挑戦に向けて頑張っ

ています。 

教員免許を取得するためには、卒業必要単位に加えて教職課程の科目を学ばなければなりません。教師は知識や技術が確

かなことはもちろん、多感な思春期・青年期の子どもたちを育てていく力も備えなければならないからです。教職課程を履

修していない学生に比べると、苦労が多いと思いますが、その分、教員免許状を手にしたとき、教員に採用されたときの喜

びも大きいと思います。 

教師になりたいという情熱を持ち続け、努力すれば、夢は実現のものとなると思います。 

 

☆詳しくは、本学ホームページから①情報公開→②教職課程に関する情報をご覧ください。 

☆別途「教職課程ハンドブック」もご覧ください。 

 

 

〈学部で取得できる教員免許状〉2022年より 

教員免許状 

の種類 

学部・学科 

中学校一種免許状 高等学校一種免許状 

技 術 数 学 工 業  情 報 

基 幹 工 学 部 

機 械 工 学 科 ◯ ◯ ◯  

電気電子通信工学科 ◯ ◯ ◯  

応 用 化 学 科   ◯  

先 進 工 学 部 

ロボティクス学科 ◯  ◯  

情報メディア工学科 ◯ ◯ ◯  

データサイエンス学科    ◯ 

建 築 学 部 建 築 学 科 ◯ ◯ ◯  
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第４章  進級の要件及び卒業 

（（２学年への進級要件）） 

第20条 ２学年への進級要件を次のとおりとする。 

⑴ 休学期間を含まないで１年以上在学していること。 

⑵ 修得単位数が、30単位以上であること。ただし、教職に関する科目及び自由科目の単位数は含まないものとす

る。 

⑶ 学科が指定する科目の単位を修得していること。 

（（３学年への進級要件）） 

第21条 ３学年への進級要件を次のとおりとする。 

⑴ 休学期間を含まないで２年以上在学していること。 

⑵ 修得単位数が、60単位以上であること。ただし、教職に関する科目及び自由科目の単位数は含まないものとす

る。 

⑶ 学科が指定する科目の単位を修得していること。 

（（４学年への進級要件）） 

第22条 ４学年への進級要件を次のとおりとする。 

⑴ 休学期間を含まないで３年以上在学していること。 

⑵ 修得単位数が、108単位以上であること。ただし、教職に関する科目及び自由科目の単位数は含まないものとす

る。 

⑶ 学科が指定する科目の単位を修得していること。 

（（卒業要件）） 

第23条 本学を卒業するためには、４年以上在学し、別表１に示す卒業要件単位数124単位以上を修得しなければならない。 

２ 必修科目、選択必修科目及び選択科目については、別表２に示す。 

３ 第５条にいうオープン履修科目の修得単位数のうち、６単位までを卒業要件単位数として算入することができる。 

４ 教職に関する科目及び自由科目の修得単位数は、卒業要件単位数に算入することができない。 

（（修業年限の特例）） 

第23条の２ 学則第26条第２項により、本学が、文部科学大臣の定めるところにより、本学の学生として３年以上在学した

者で卒業の要件として本学の定める単位を優秀な成績で修得したと認める場合は、卒業を認めるものとする。 

２ 前項に規定する｢優秀な成績｣の認定については、別に定める早期卒業に関する規程によるものとする。 

（（留年）） 

第24条 第20条、第21条、第22条の進級要件、第23条の卒業要件を満たさなかった場合は、それぞれもとの学年にとどまる

ものとする。（以下「留年」という。） 

２ 留年した者は、以後に在学する学期分の学費等を納入しなければならない。 

３ 留年した者が、以後に在学した学期終了時に進級要件あるいは卒業要件を満たした場合は、進級又は卒業とする。 

 

第５章  休学、学修指導及び退学勧告 

（（休学）） 

第25条 休学したときは、休学した学期分、もとの学年にとどまるものとする。 

（（学修指導）） 

第26条 学修指導は、原則として次の基準に基づき行う。 

⑴ 第１セメスター終了時に、修得単位数が15単位未満又はGPAが1.0未満の場合 

⑵ 第２セメスター終了時に、修得単位数が30単位未満又はGPAが1.0未満の場合 

⑶ 第３セメスター終了時に、修得単位数が50単位未満又はGPAが1.0未満の場合 

⑷ 第４セメスター終了時に、修得単位数が70単位未満又はGPAが1.0未満の場合 

⑸ 第５セメスター終了時に、修得単位数が90単位未満又はGPAが1.0未満の場合 

⑹ 前各号の修得単位数に教職に関する科目及び自由科目の単位数は含まないものとする。 

２ 学修指導の方法については、別に定める。 

（（退学勧告）） 

第27条 在籍期間２年終了時点で、GPAが0.3未満の学生には、退学勧告を行う。 

２ 前項の規定にかかわらず、特別な事情がある場合は教授会の議を経て勧告を見送ることがある。 
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付 則 

１ この規程は、平成７年４月１日から施行する。 

 

（中 略） 

 

付 則 

１ この規程は、平成30年４月１日から施行する。ただし、第８条、第20条、第21条、第22条、第23条、第24条、第26条、

第27条の規定は、平成30年度の入学生から適用するものとし、平成29年度以前の入学生については改正前の規定を適用

する。 
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共通教育科目 
 

【共通教育がめざすもの（特色）】 

共通教育科目では、大学での学びをより有意義なものにするために、学びの基礎力と幅広い教養を身につけることを目標

としています。このために、主体的に学ぶ力や、広い視野と柔軟な思考を養う科目群（教養科目）、工学の学びの基礎を固め

る科目群（言語系科目・理数系科目）、持続可能な環境共生社会に向けて学ぶ科目群（環境系科目）、社会に貢献するための

基礎的な力や国際性を身につけるための科目群（社会連携・国際理解科目）が設けられています。また、留学生向けの科目

も用意されています。確かな基礎力という土台を作り、専門の学びへとつなげるとともに、広く学び続けるための準備を整

えましょう。なお、共通教育科目は、必修科目7単位を含めて38単位以上修得する必要があります。 

 

【各科目区分の説明】 

・教養科目 

教養科目には、大学での学びの基盤を身につけるための科目の他、人文系、社会系、自然系及びスポーツの科目がありま

す。学習の基盤としての言語力や課題発見力などを養うための科目には「スタディスキルズ」「学修と実工学」「大学生のた

めの文章読解」「大学生のための文章作成」「日本語プレゼンテーション」があります。課題解決に向けて主体的に取り組み、

論理的に考え、結果を形にして発信する方法を学びます。工業系の実習をするのに必要な基礎的な知識、技術を学ぶための

科目として「ものづくり基礎実習Ⅰ」「ものづくり基礎実習Ⅱ」があります。実習や工作の経験が少ない人や、木工・金工・

電気の基礎を総合的に学びたい人は履修してください。人文系の科目には「心理学」「哲学」が、社会系の科目には「法学（日

本国憲法）」「現代産業論」「経済学」「政治学」「会計学」が、自然系の科目には「宇宙の探求」「物質の探求」があり、社会

人として必要な教養を幅広く学べます。スポーツの科目には「健康とスポーツ」「生涯スポーツ」と「健康科学」があります。

体力を維持、向上させ、健康に生活するために必要な知識を得てください。 

1年春学期から履修できるのは、「スタディスキルズ」「学修と実工学」「大学生のための文章読解」「心理学」「法学（日本

国憲法）」「科学へのいざない」と「健康とスポーツ」です。1年秋学期からは、「大学生のための文章作成」と「現代産業論」

が履修できます。さらに、2年からは「日本語プレゼンテーション」「宇宙の探求」「物質の探求」「哲学」「経済学」「政治学」

「会計学」「生涯スポーツ」「健康科学」も履修できます。いずれの科目も、最初に開講された学期以降であればどの学期で

も履修できますので、無理をして最初の学期に履修する必要はありません。なお、「健康とスポーツ」「生涯スポーツ」はい

ずれも春学期・秋学期とも開講されますが、学期によって種目が異なります。シラバスを確認し、希望する種目に応じて履

修してください。なお、「ものづくり基礎実習Ⅰ」は1年春学期に、「ものづくり基礎実習Ⅱ」1年秋学期に履修できるクォー

タ科目＊です。学科ごとにクォータが指定されるので、指示に従って履修してください。 

教養科目はすべて選択科目です。卒業に必要な単位数の制約はありません。興味と関心に応じて自由に選択してください。

ただし、「日本語プレゼンテーション」は、「大学生のための文章読解」及び「大学生のための文章作成」が修得済みでない

と履修できません。また、教職課程を履修して教員免許状を取得しようとする場合は、「法学（日本国憲法）」「健康とスポー

ツ」「健康科学」を修得する必要があります。 

 

＊“クォータ科目”についての詳細は、後述の【クォータ科目について】という項目を参照してください。 

 

・言語系科目 

「基礎英語Ⅰ」「基礎英語Ⅱ」「リーディングスキルⅠ」（必修）、「リーディングスキルⅡ」（必修）はクォータ科目＊で、基

礎的な英語力を身につけます。「英会話Ⅰ」「英会話Ⅱ」「プレゼンテーションⅠ」「プレゼンテーションⅡ」「上級英語Ⅰ」「上

級英語Ⅱ」は、必修科目を修得したあと、学期ごとに1科目ずつ履修します。各自の興味に合わせた科目を履修して、工学の

研究に必要な論文や最新情報を英語で読み、適切に理解するための読解力、英語で自分の意見を効果的に相手に伝える力、

国際的に活躍するエンジニアに必要な英語コミュニケーション力を身につけます。詳しくは各科目のシラバスを参照してく

ださい。卒業要件として、言語系科目から必修科目2単位を含む6単位以上が必要です。なお、留学生も必修科目を修得する

必要がありますが、それ以外の科目は日本語科目からも履修できます。 

 

・理数系科目 

数学、物理、化学のクォータ科目＊10科目と「確率論」「統計学」の合計12科目が理数系科目です。この中から「数学」「物

理Ⅰ」「工学基礎物理実験」の5単位を含む、9単位以上を修得しなければなりません。なお、応用化学科は「化学Ⅰ」「化学

Ⅱ」の修得も2年への進級要件です。理数系科目では、工学を学ぶ者として、また工学を修めた者として期待される共通の基
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